
 

令和 2年度第 2回鹿児島市水道事業及び公共下水道事業経営審議会 

 

日  時 令和 2年 10月 19日（月） 14：55～16：34 

場  所 鹿児島市水道局 5階 大会議室 

出 席 者 鹿児島市水道事業及び公共下水道事業経営審議会委員 ８名 

市出席者 

水道局事業管理者、総務部長、水道部長、下水道部長、 

総務課長、経営管理課長、経理課長、料金課長、給排水設備課長、 

水道整備課長、水道管路課長、配水管理課長、 

下水道建設課長、雨水整備室長、下水道管路課長、下水処理課長、他 

会 次 第 

１ 開会 

２ 管理者あいさつ 

３ 議題 

（１） 水道事業、公共下水道事業及び工業用水道事業の令和元年度決算に 

ついて 

（２） 上下水道事業経営計画に掲げる実現方策の令和元年度実施状況に 

ついて 

   （３）次期経営計画等について 

 ４ その他 

 ５ 閉会 

主な意見等 

（〇…委員、●…事務局） 

〇下水道事業について、処理原価が 30年度決算より上がっている理由はなにか。 

●職員給与費と委託料の増によるものである。 

〇コロナ禍の影響は元年度決算では表れていないか。 

●調定時期のずれもあり、元年度決算には表れていないと考えている。 

〇今回の台風での被害や何か行った対策はあるか。 

 ●長期の停電が予想されたので、発電機がない水源池のために停電対策として、 

リースによる発電機の借り上げをして準備をした。台風県としては、発電機等 

の準備がいると考えている。また、水源池で小規模な土砂崩れはあったが、大 

規模災害にはならなかった。 

〇市民アンケートの実施の意図は。 

●次期経営計画の参考意見として、率直な市民の意見を伺うものである。 

〇若い世代の声を聴いた方がよいのでは。 

〇次期経営計画は SDGｓの考えを絡めた計画作りにするといった考えはある
か。 

●そのように考えている 

 

 

 


